水色の文字は作成上の注意です。作成時は削除してください。



	主指導教員氏名
	印（サイン可）




　　年　　月　　日
　アジア・アフリカ地域研究研究科長　殿

	博士学位論文審査申請者

	　　年度
	□入学
□第３年次編入学
	　　年　　月認定退学

	専　　攻
	
	地域研究専攻

	学生番号
	　　　　　－　　　　　　－
	

	ふりがな
氏　　名
	


	男
女



博士学位論文題目申請
          　      
（手書きではなく、ＰＣで作成してください。）
	論　文
題　目
	

	英（和）訳題　目
	



（注）・論文題目欄に記載した論文題目の主題は変更できません。ただし、副題は変更することができます。
　　・和文タイトルで副題がある場合は、論文題目と副題とは、全角ダッシュ（ハイフンではない）で
つなぎ、副題のあとにも全角ダッシュを入れてください。
 ・英文タイトルで副題がある場合は、主題と副題とは、コロンでつないでください。
主題と副題における最初の字、及び名詞・代名詞・動詞・形容詞・副詞・従属接続詞（If, When など）の語頭は大文字とし、 
冠詞・前置詞・等位接続詞（and, but, forなど）・不定詞のtoなどは小文字にしてください。
	論文使用言語
	□ 日本語　・　□ 英語　・　□ その他（　　　　　　　　　）

	公聴会使用言語
	□ 日本語　・　□ 英語　・　□ その他（　　　　　　　　　）


　　※日本語・英語以外を使用する場合は、別途申請が必要。
※論文題目は、申請した月を含めた１年後の前月の月末まで有効とし、それを過ぎた場合は
再申請が必要。

（所定様式１）

	
                                           指導教員承諾印（サインも可）
	



     　 年  　月  　日


アジア・アフリカ地域研究研究科長  殿


アジア・アフリカ地域研究研究科      　　　地域研究専攻
博士課程  　　　  　　　　年  □入学・□第3年次編入学

氏      名   　　　　　　　　　　   ㊞（サインも可） 


学 位 論 文 審 査 願

  このたび博士（地域研究）の学位をうけたく学位論文（主論文１編、参考論文  編）、
　論文目録、履歴書各３通を提出いたしますので審査下さるようお願いいたします。

[bookmark: _GoBack]◆授業料納入状況
授業料：  　　年度  　期分または  　月分
（納付済・全額免除・授業料免除申請中）←該当する事項を○で囲んでください。

注）願出者の押印は、自筆署名をもってかえることができる。
[bookmark: _Hlk31207842]本紙において「各3通を提出」と書かれていることは、実際の提出部数に関わりなく、書き換えないこと。なお実際の提出部数とは、「課程博士学位授与に関する申し合わせ」に記載された通りである。


【７月または１月に学位授与希望の在籍者のみ、以下に同意のうえ、日にちと署名を記入すること】

私は、７月（１月）修了希望で、授業料免除申請中ですが、不許可または半額免除となった場合は、修了日（学位授与日）以前の所定の期日までに必ず所定の授業料を納付します。
万一、納付しなかった場合は、７月（１月）修了（学位授与）の認定は行われないことに同意します。
　　　

　　年　　月　　日　　


　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　　　　（サイン）

水色の文字は作成上の注意です。作成時は削除してください。


（所定様式２）
論   文   目   録

主論文

１．題目    □□□□□□□□□□□□□□□□―△△△△△△△△△△△△―
　　　　　　Xxxxx and Yyyyyy in Zzzzzz: A Case of Hhhh and Kkkkk
          
※日本語の場合は、英訳を付記、外国語の場合は、和訳を付記する。
・和文タイトルで副題がある場合は、主題と副題とは、全角ダッシュ（ハイフンではない）でつなぎ、
副題のあとにも全角ダッシュを入れる。
     ・英文タイトルで副題がある場合は、主題と副題とは、コロンでつなぎ、主題と副題における最初の字、及び
名詞・動詞・形容詞・副詞の語頭は大文字とする（接続詞・前置詞・冠詞などは小文字にする）。


２．公表の方法・時期
  第○編第○ 章 　　〇 〇 〇 〇 〇 〇　※外国語の場合は日本語訳を付記する。
○○年○月発行　学術雑誌名　第○巻第○号○○～○○頁に掲載
（論文名）著者名
※論文目次の題目と公表題目とが異なる場合は、その題目（公表題目）を、（　）を付して記載する。）

※一部未発表の部分がある場合は［残りの部分は1年以内に公表予定である］［全体を単行本として
公表予定である。］などと必ず記入すること。


３．冊数    ○冊  ※通常は「１冊」と記入する。


参考論文　※参考論文がない場合はなしと記載し、下の「１．２．」は削除すること。
（博士論文とは直接関係がないが、すでに公表している参考になる自著論文があれば記入すること。）
１．
２．


         　　  年  月  日※審査願・履歴書と同一日とすること。

                       学位授与申請者　※履歴書記載の氏名表記と統一すること。



赤色の文字は作成上の注意です。作成時は削除してください。

（所定様式３）
○○年○○月○○日
※審査願・論文目録と同一日とすること
履　　　歴　　　書

　本　籍　地　　　　　　　　　　　　　※都道府県名のみ記載、外国人は国籍を記載。
　現　住　所　（〒　　　－　　　　　）
　　　　　　　　
                                     ふりがな　　　　※日本人はひらがな、外国人留学生はカタカナで記載
　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　　名　　※この氏名が学位記の筆耕原稿になる。
特に外国人は順序・大文字小文字の区別等も含めて全ての提出書類で一致していること。
※漢字圏内外国人は英文表記も記入

　　　　　　　　　　　　　　　 生年月日　　　○○年○○月○○日・性別
※外国人留学生は西暦表記

学　　　　　歴
○年○月○日　　○○高等学校入学
○年○月○日　　同上卒業
○年○月○日　　○○大学○○学部入学
○年○月○日　　同上卒業　（参考：京都大学は通常3月24日）
○年○月○日　　○○大学大学院○○研究科修士課程○○専攻入学　※入学日は通常１日
○年○月○日　　同上修了　（参考：京都大学は通常3月23日）
　　※修士課程の学歴については、該当がある場合のみ記載すること。
○年○月○日　　京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科　（日付は学生証記載のとおり）
博士課程（5年一貫制）○○地域研究専攻入学　（または編入学）
○年○月○日　　同課程所定の研究指導認定見込　（※学位取得予定のことを指す。授与予定日は通常23日）
（または○年○月○日　　同上研究指導認定退学　（※ASAFASでは通常末日付け））

職　　　　　歴
○年○月○日　 ※採用、職名、配置換、退職等月日順に記載すること。
○年○月○日　　○○○○現在に至る

研　　究　　歴
○年○月○日　　○○○において○○○研究に従事。（○年○月○日まで）
○年○月○日　　○○○研究員として○○○に従事。（○年○月○日まで）
○年○月○日　　○○○現在に至る。
　※学歴又は職歴として記載することが適当なものについては、研究歴の項に重複して記載しないこと。
　※学振、研究生及びTA・RAは研究歴欄に記入すること。

賞　　　　　罰
な　　　し
上記のとおり相違ありません。
　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　㊞（サインも可）


【注】学歴・職歴・研究歴・賞罰の年月日は順を追って正確に記入すること。
　　　また、該当事項のない場合は「なし」と記入すること。
　　　年号については、西暦で記載すること。
　　　この履歴書・論文目録・学位論文審査願（学位申請書）の日付はすべて一致させること。


＜様式11＞
　　　　年　　月　　日

      京都大学総長　殿

 　　　　　　　　               氏　名      　　　                       印（サインも可）


学位記に記載する氏名について


学位記に記載する氏名は、下記の「前戸籍氏名・現戸籍氏名・通称氏名・前戸籍氏名併記・通称氏名併記」（該当するものに○）を使用することを申請いたします。

記

  ・ 前戸籍氏名、現戸籍氏名または通称氏名　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

                   
  ・前戸籍氏名または通称氏名と、現戸籍氏名（外国籍の者は住民票に記載された本名）
の併記

      現戸籍氏名  　　　　　　　　　　　（前戸籍氏名　　　　　　　　　　　　）

　　　現戸籍氏名　　　　　　　　　　　　（通称氏名　　　　　　　　　　　　　）
　　　（本名）

注）本様式は、学籍氏名とは異なる氏名を使用したい場合のみ提出してください。
現戸籍氏名をそのまま学籍氏名に使用している方は、提出の必要はありません。


 




（所定様式４）

○　○　○　論文題目　○　○　○
（日本語の場合は、英訳を付記／外国語の場合は、和訳を付記）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大学院アジア・アフリカ地域研究研究科　
○○地域研究専攻　　　氏　　名

学位論文内容要旨

	











（注）字数は2000字程度（英語の場合は800語程度）とし、明朝体（英語の場合はTimes New Roman）、11ポイントで作成すること。続紙可。
　　　外国語の場合は、日本語訳を添付のこと。

（学位論文内容要旨の続紙）（氏名　　　　　　　　）
	





（所定様式５）

　 　 年 　 月 　 日

京都大学大学院
  　アジア・アフリカ地域研究研究科長  殿

                                      　　学位授与申請者    氏        名


承    諾    書

  下記の論文の内容を、（学位申請者氏名）が博士学位申請のための主論文としてまとめ、
京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科に提出することを、共著者として承諾いたします。



共著論文：

１）  著者、発行年、論文名、雑誌名、巻  号、頁
      （学位申請者の当該論文に関する学問的貢献の内容：）

２）  著者、発行年、論文名、雑誌名、巻  号、頁
      （学位申請者の当該論文に関する学問的貢献の内容：）

                ・
                ・
                ・




                                          共著者氏名         　　         ㊞（サインも可）
学位論文表紙見本


【背表紙】　　　　　　　　　【 表紙 】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　【 内表紙 】
	

論文題目


氏名

	



論　文　題　目
Title of thesis
（外国語の場合は和訳を付記）
（日本語の場合は英訳を付記）






氏　　　名


	
	
博士（地域研究）

学位申請論文

論　文　題　目
Title of thesis
（外国語の場合は和訳を付記）
（日本語の場合は英訳を付記）





氏　　　名
京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科
 20XX年


※　論文題目（和文・英文とも）は、すべての提出書類で完全に一致していること。
　　背表紙・表紙の下部に年月は記載しない。内表紙にのみ学位授与年を記載しても良い（令和2年4月1日以降）。
審査用に提出する主論文については、しっかり綴じられていれば、簡易製本でよい。


　英語で論文を作成した場合の表紙見本　
　　　　　　　　　　　　　　【 Cover 】　　　　　　　　　　　　　　　　【 Inner Cover （The first page） 】
	[image: ]

	





Title of thesis in English
Title of thesis in Japanese





Name 


	
	
Doctor of Area Studies

A Thesis Submitted for the Degree of Doctor
of Area Studies


Title of thesis in English
Title of thesis in Japanese



Name
Name in the mother tongue of applicant

Graduate School of Asian and African Area Studies
Kyoto University

20XX


※　Both titles must be transcribed without any changes in all documents. Please do not use abbreviations or replace the words.


（所定様式6）　　　　　　　　　　　　　　　
【表紙】






論　文　題　目明朝体、センタリング

　　　Title of the thesis（英文は正確に記入すること。）
（外国語の場合は、和訳を付記）
（日本語の場合は、英訳を付記）
Times New Roman、センタリング
















氏　　　名
明朝体、センタリング



※　論文題目（和文・英文とも）は、すべての提出書類で完全に一致していること。
表紙・背表紙の下部に年月は記載しない。内表紙の下部には学位授与年を記載しても良い（令和2年4月1日以降）


【内表紙】
明朝体 20ポイント、右ぞろえ


博士（地域研究）


学位申請論文

明朝体 20ポイント、下線、センタリング


論　文　題　目明朝体、センタリング

　　　　Title of the thesis（英文は正確に記入すること。）
（外国語の場合は、和訳を付記）Times New Roman、センタリング

（日本語の場合は、英訳を付記）
[bookmark: _Hlk83809072][bookmark: _Hlk83809052]











明朝体、センタリング



氏　　　名
京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科
 20XX年明朝体 ２２ポイント、センタリング


学位が授与される年を記入


京都大学大学院アジア･アフリカ地域研究研究科長　殿

博士予備論文・博士論文複写許諾について

　図書室（東南アジア地域研究研究所図書室ならびに大学院アジア･アフリカ地域研究研究科図書室）に所蔵されることになる私の博士予備論文・博士論文につき、図書室利用者から複写希望の申し出があった場合には、次のように対応してください。

１．許可する

２．許可しない
理由：                                 　　　　　　　　　　　　       　     
	　                                   　　　　　　　　　　       　　   
                                        　　　　　　　　　　　       　　　　
                                        　　　　　　　　　　　       　　　　
                                        　　　　　　　　　 　　       　     

３．利用者から毎回問合せることを希望する

４．その他
具体策：                              　　　　                               
	　                                   　　　　　　　　　　       　　   
                                        　　　　　　　　　　　       　　　　
                                        　　　　　　　　　　　       　　　　
                                        　　　　　　　　　　　    　   　    

                                                      年      月      日
所　　　　属：　　　　　　　   　　地域研究専攻                      講座
氏　　　　名：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿㊞（サインも可）

論文タイトル：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿





	主指導教員氏名
	印（サイン可）　





　　　年　　月　　日

　アジア・アフリカ地域研究研究科長　殿




	博士学位論文審査申請者

	　　年度
	□入学
□第３年次編入学
	　　年　　月認定退学

	専　　攻
	
	地域研究専攻

	学生番号
	　　　　　－　　　　　　－
	

	ふりがな
氏　　名
	


	男
女




博士学位論文題目変更願

学位論文の題目を以下のように変更していただくようお願いいたします。


変更後の論文題目
	論　文
題　目
	

	英(和)訳題　目
	







論文作成にあたっての注意事項

論文の様式について　

（１）「課程博士学位授与に関する申し合わせ」添付資料１（論文の様式）にしたがってください。

（２）謝辞について
　博士論文の調査研究で、研究資金支援を受けている場合には、博士論文にそのことを必ず明記してください。また、指導教員などへの謝辞も、審査用の論文提出時に記載するようにしてください。

例文）　本研究は日本学術振興会の「グローバルCOEプログラム (E-04): 生存基盤持続型の発展を目指す地域研究拠点」の支援を受けて行われた。/This paper is a part of the outcome of the JSPS Global COE Program (E-04): In Search of Sustainable Humanosphere in Asia and Africa.

論文目録に関する説明

（１）「公表の方法・時期」の欄には、各章ごとにすでに公表されている論文・著作のうち、学位論文の内容に関係したものを記述してください。また、公表されていなくても、投稿中や印刷中のものがあれば、それらも書いてください。
　　　
（２）学位論文は、学位授与を受けた日から1年以内に印刷公表しなければならないという規定があります。「公表の方法・時期」が確定していない部分に関しては、［残りの部分は1年以内に公表予定である］［全体を単行本として公表予定である。］などと記入し、［未公表］もしくは［未定］とは書かないようにしてください。

（３）上記の論文・著作を記述するときには、始めの部分に単著・共著の別を明記してください。

（４）「参考論文」の欄には、「公表の方法・時期」の欄に記述した論文・著作を書き、それに加えて、それ以外でもあなたが著者になっている論文・著作（公表済み、投稿中・印刷中）があれば、それらも書いてください。

（５）冊数については、学位論文１通についての冊数ですので、提出部数ではありません。（ASAFASでは通常１部です。）

履歴書について

（１）学歴欄の入学年月日については、概ね４月１日です。わからなければ出身高校・大学に確認してください。
また、卒業年月日については、卒業証書に記載されている年月日です。わからなければ出身高校・大学に確認してください。
（２）学歴欄の最後は、「同課程所定の研究指導認定見込」もしくは「同上研究指導認定退学」のどちらか、該当する方を選んでください。なお修了後に履歴書等に記載する場合は、以下のようになります。
	参考）
※学位取得後は、入学（又は編入学）について記載した後、以下のようにそれぞれの日付とともに記載すること。
・研究指導認定と学位取得が同日の場合… 
〇年〇月〇日（通常3月23日）　同上修了　博士（地域研究）学位取得
 ・研究指導認定退学後、3年以内に学位論文を提出して学位取得の場合… 
〇年〇月〇日（通常3月31日）　同上研究指導認定退学
　　　　　〇年〇月〇日（通常3月23日）　同上修了　博士（地域研究）学位取得



学位論文内容要旨について

（１）各章ごとに内容を記述してください。


---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------


論文目録・履歴書作成上の注意　（教育推進・学生支援部）
Ⅰ．共 通 事 項

１．様式及び用紙について
　　様式は、京都大学学位規程に定めるところによる。
　　用紙は、中質又は上質の白紙で、日本工業規格A4判とする。
２．記載方法等について
①　ワ－プロ又はPC作成の永久保存に耐え得る書類とすること。署名は黒色又は青色のボールペンによること。
印鑑を用いる場合には、各書類とも同一のものであること。
②　楷書で正確・明瞭に記載し、あて字・略字は使用しないこと。
③　誤記・脱字等のある場合は補正のうえ当該個所に捺印すること。なお、補正の著しい場合には改めて作成すること。
④　所定の様式により左とじとし、とじ込み幅を約2ｃｍとすること。
Ⅱ．論 文 目 録
Ａ．主論文
１．題目について
①　題目（副題を含む）は、提出論文のとおり記載すること。大文字・小文字・イタリック等も一致していること。
②　題目が外国語の場合は、題目の次にその和訳を（　）を付して併記すること。
③　題目を異にする数個の論文を、まとめて１編の学位論文としたものについてはその総合題目を記載し、個々の題目は記載しないこと。
④　ある主題のものに発表した数個の論文で、それぞれ当該論文に一連番号（例えば「第○報」あるいは「第○部」等）が付されているものを学位論文としたものにあっては、その一連番号は記載しないこと。
２．公表の方法・時期について
①　公表は、単行の書籍又は学術雑誌等の公刊物（以下「公表誌」という。）に登載して行うものであること。
②　公表誌は、学術資料として大学その他の学術機関において保存され、随時閲覧し得るものであること。
③　公表は、原則として学位論文そのものを全文公表するものであること。
　　ただし、若干の修正を加え、あるいは研究内容に直接影響しない部分を除外して発表することは差し支えないこと。
　　また、学位論文の内容に相当する他の論文の公表をもって、公表したものとすることができる。
④　学位論文を編・章等その構成上の区分により、あるいは内容上研究事項別に分割公表することができること。
⑤　自費出版等によるもので、購読できる者が限定されている出版物であっても、最低100部以上を大学その他の学術機関に配付されたものについては公刊物として扱うことができること。ただし、その場合は配付先の一覧を添付すること。
⑥　論文全編をまとめて公表したものについては、その公表年月日、公表誌名（雑誌の場合は巻・号）又は発行所名等を記載すること。また、編・章等の区分により公表したものについては、それぞれの区分ごとに公表の方法・時期を記載すること。
⑦　学位論文（編・章等）とは別の題目で公表した論文をもって公表したものとする場合については、その題目を（　）を付して併記すること。
⑧　未公表のものについては、その公表の方法、時期の予定を記載すること。
　　　申請時において予定が定まっていない場合は「未定」とし、公表後に学位論文公表報告をすること。
３．冊数について
①　学位論文１通についての冊数を記載すること。
②　附図等を別冊として添付している場合は、その別冊を加えた冊数とすること。ただし、冊子としていない附図等を添付した場合は「○冊（附図添付）」のように記載すること。
 
Ｂ．参考論文
①　主論文に準じ、その題目、公表の方法及び時期（予定を含む）並びに冊数を記載すること。
②　共著のものについては共著者名を付記すること。共著者多数の場合は「○○○○ほか○名共著」のように記載すること。
③　参考論文が２種以上ある場合は列記すること。その記載順序は任意とする。
④　前記Ａの１の(４)に記載した論文を参考論文とした場合は、当該論文の題目に付された一連番号は省略しないこと。







Ⅲ．履 歴 書
１．本籍地について
　　都道府県名のみ記載すること。外国人は国籍のみ記載すること。
２．現住所について
①　住民票に記載されている住所（公称地名・地番）を記載すること。
②　学位授与式の通知その他、通信上支障のないように団地名、宿舎名、番号等を正確に記載すること。また、郵便番号も記載すること。
③　外国出張等で長期にわたり海外に在住する予定である場合は、その居住地を記載すること。また、国内連絡先がある場合はその旨を申請時に申し出ておくこと。

３．氏名について
①　戸籍のとおり記載すること。ただし、現戸籍氏名を学籍氏名に使用していない者のうち、学籍氏名とは異なる氏名で学位記の発行を希望する者は、別途手続きを行うこと。<様式11>
②　国籍が漢字圏の場合は漢字で記載すること。
③　氏名には、必ずふりがなを付すこと。
４．学歴について
①　高等学校卒業後の学歴について、年次を追って記載すること。
②　入学、進学、休学、復学、退学、編入学、卒業及び修了その他、在学中における身分上の異動についても漏れなく記載すること。
③　本学大学院博士課程を経た者にあっては、研究指導認定等についても記載すること。
④　在学中における学校の名称等の変更についても記載すること。
５．職歴について
①　常勤の職については、その勤務先、職名等を年次を追って記載すること。
　　ただし、非常勤の職であっても特に教育・研究に関するものについては記載することが望ましい。
②　現職については、当該職について記載した箇所に「現在に至る」と明示すること。
６．研究歴について
①　学位申請上、特記すべきものと思われる研究歴について、年次を追って、事項別に記載すること。
②　学術に関する研究歴として記載する事項は、およそ次のようなものであること。
　　ａ．研究課題（共同研究を含む）に関するもの
　　ｂ．研修に関するもの
　　ｃ．学術調査に関するもの
　　ｄ．研究発表（著書・論文等）に関するもの
　　ｅ．学術奨励金に関するもの
　　ｆ．学会に関するもの
　　ｇ．その他学位審査の参考となるもの
③　学歴又は職歴として記載することが適当なものについては、研究歴の項に重複して記載しないこと。
７．賞罰について
　　学位授与申請上、特記すべきと思われるものを記載すること。


Ⅳ．論文作成に係る倫理について
１．守秘義務の遵守
・研究を通じて知り得た個人又は団体に関する情報は、研究本来の目的以外に用いてはならない。研究本来の目的のために利用する場合には、個人のプライバシーや団体の名誉を十分尊重して行うこと。
・研究を通じて知り得た個人又は団体に関する情報は、研究中はもちろん研究終了後も適切に管理又は処理しなければならない。




２．文献の引用
・論文執筆にあたって参照する文献、データ、映像資料等は、先人の努力の結晶であり、人類の知的財産である。著作物（インターネットの電子情報等を含む）の引用にあたっては、自己の文章と他者の文章の区別を明確に行い、引用を行った場合には必ず出典を明記すること。
・この手続きを怠った場合には、盗用や剽窃の疑いがかけられ論文として認められない可能性が生ずる。他者の作成したデータの盗用や自身によるデータの捏造又は改竄は、いかなる理由であっても正当化されない。
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